
551．509．317

8月における太平洋高気圧の消長の

予想法についで＊

山 鹿 延＊＊

　　　要　旨

　太平洋高気圧はグ・一バルな作用中心であり，その消長については全球的な視野から検討する必要があろ

う．太平洋高気圧は日本の夏の気候を支配するものであり，夏期における西日本の気温あるいは台風の発生

が太平洋高気圧の強弱と密接な関係があることはよく知られている．今回は1959～1968年の期間の特に8月

の太平洋高気圧の消長について季節予報の立場からその予想法を調査した．まず東経100度～西経140度の範

囲について東西指数を求め，8月の東西指数と太平洋高気圧の消長との関係を明らかにし，つぎに8月にお

ける太平洋高気圧の消長を2，3月の平均東西指数から予想できるか否かを検討した．その結果東西指数が

一つの予想法として有効であることが判明した．

　調査期間は短いが，太平洋高気圧の消長に2か年の周期が卓越していることを指摘しておきたい．最後に

2，3月の北半球500mb平均パターソから8月における太平洋高気圧の消長を総観的に解析した結果，いく

つかの興味ある特徴が見出された．以下概要を述べる．

　1．8月における太平洋高気圧の消長と東西指数

　地上の月平均天気図（資料：ペルリン大学1931～1960

年）をみると，太平洋高気圧は7月が最盛期であるが，

7月に日本の南海上にあったほぽ東西にのびる気圧の峰

は8月には北上して完全に日本をおおう．500mb面（資

料：気象庁月平均北半球天気図1946～1960年）では8月

は日本を含み，だいたい北緯50度付近まで全般に高度が

7月より上昇し，特に北海道の東岸付近に弱いながら正

の変化域の中心がある．以上の二点からも8月は太平洋

高気圧が直接日本の夏を支配することは明らかであり，

今回は特に8月について太平洋高気圧の消長を取りあげ

ることにした．今回の調査で東西指数はすべて東経100

度～西経140度の範囲について，経度10度おきの北緯40，

60度の平均500mb高度の差とし資料は季節予報資料（気

象庁）を用いた．太平洋高気圧の消長を示すパラメータ

ーとしては，いろいろあると思うが，ここでは便宜上，

月平均500mb天気図で5，8509．P．m．の等高度線が東経

＊On　the　Forecasting　Method　of　Developing

　and　Weakening　of　the　Paci6c　Anticyclone　in

　August．

＊＊N　Yamaga福岡管区気象台

　一1969年11月4日受理一

　一1970年4月10日改稿受理一

140度を切る北限の緯度を採用した．その理由としては

東経120度～東経170度の範囲について，5，850g・p・m．

の等高度線が各10度おきの子午線と交わる北限の緯度を

平均すると，ほとんど東経140度の緯度に等しいという

統計結果による．参考までに1959～1968年の期間につい

て7～9月における5，8509。p・m・の等高度線が東経140

度をきる北限の緯度を第1表に示す．ただし平年値は

第1表 5，8509．P．mの等高度線が東経140度をき

る北限の緯度（単位1。）
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第1図　太平洋高気圧の消長と東西指数

与→59606’62636タ65砧6769

る．なお太平洋高気圧の消長に2か年の周期がみられる

が，これについては偶然と思えない．文献によると高緯

度の成層圏，対流圏について帯状流の準2か年振動が存

在し，じょう乱による運動量を経度時間平均した［u’vノ］

の振幅は高緯度ほど大ぎく，注目すべき’点として運動量

輸送の2か年周期のおもな原因が1か年ごとの冬季にお

ける輸送量の差であることを指摘している．

　つぎに第1図に参考まで名古屋，大阪，福岡の3地点

の8月における平均気温の経年変化を示しておいたが，

61，67年は太平洋高気圧の強弱と無関係になっている．

この点については朝倉氏がチベットから中国大陸北部に

及ぶ高気圧性循環の強弱によつて西日本の気温が左右さ

れることを述べていることと関係があるかと思うが，今

回はこれについてはふれなかった．

　2・8月の太平洋高気圧の消長と2，5月の平均東西

　　　指数

　8月の東西指数を予知する方法はないものか．成層圏

現象として知られているFinal　Warmingは大体3月ま

でに一応終了し，暑夏には冬から春への移行がすみやか

に起こるといわれており，冬期の高緯度における循環が

夏期の日本の気候に大きな影響を及ぽすことはたしかで

ある．今回は，便宜上2～3月における，主として極東

の偏西風帯の循環のパラメーターとして平均東西指数

を用い，その経年変化を第2図に示した．結果的には傾

向として，8月の東西指数および太平洋高気圧との間に

第2図　2，3月の平均東西指数の変動

1946～1956年の月平均北半球500mb天気図から読み取つ

た値である．第1表の北限緯度の南北振動からみて8月

について，太平洋高気圧は1960，62，64，66年を相対的

に強い年，1959，61，63，65，67，68年を相対的に弱

い年とした．

　つぎに東西指数と太平洋高気圧の消長との関係を第1

図に示す．これから太平洋高気圧の消長と東西指数との

間に正相関があることは明らかで，1960～1968年の期間

で8月の東西指数と太平洋高気圧との相関係数は0．87で

ある．すなわち東西指数が下降した場合は，寒気が低緯

度まで南下して太平洋高気圧は相対的に弱まり，それに

反して東西指数が上昇した場合は寒気核は一般に高緯度

にとざされ，太平洋高気圧は相対的に強くなるものと考

えられる．これに関連して東経0度～東経180度の範囲

について8月における且分布の各年の変動をみると，一

般に偏西風の強風軸が北偏している年は太平洋高気圧が

強く，逆に南偏している年は弱くなっていることがわか
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第3図　2，3月の500mb合成平均天気図

、天気”17．9．
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第4図（a）太平洋高気圧が強いときの2，3月の
　　　　　　合成平均500mb偏差図
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正相関が認められるが1959年だけは例外である．1969年

は，2，3月の平均東西指数が急激に増大していること

から，傾向として太平洋高気圧は当然強いだろうと予想

される．なお1960～1968年の期間で，東西指数の8月と

2～3月との間の相関係数は0．91である．

　3．2～5月の北半球500血b平均パターンと平年偏差

　　　からみた太平洋高気圧の消長

　前節までは東経100度～西経140度の範囲における東

西指数を用いたが，全球的な立場から太平洋高気圧の消

長を調べておく必要があることはいうまでもない．っぎ

に2，3月の合成した北半球500mb平均天気図からみ

たFlow　Pattemと半球的な偏差域の特徴からみた太平

洋高気圧の消長について述べる．

　平年の2，3月を合成した北半球500mb平均パターソ

をみると（第3図参照資料はベルリソ大学1951～1960年

の月平均天気図），3波数型の循環が卓越し，極低気圧

がカナダよりに偏心しているのが特徴で，極東では日本

付近が谷の場となっている．

　（1）2，3月の500mb合成平均偏差と太平洋高気圧の

消長（資料：気象庁季節予報資料）

　太平洋高気圧が相対的に強いあるいは弱い年にっい

て，各年の偏差分布を合成平均した結果，つぎのような

特徴があげられる（第4図，a，b参照）

　（ア）太平洋高気圧が相対的に強かった年．

第4図（b）太平洋高気圧が弱いときの2，
　　　　　　合成平均500mb偏差図
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第5図　2，3月の合成500mb偏差図（1962年）

　①シベリァ中部に著しい負域があり，その一部はオホ

ーツク海南部で309・P・m・の負域を形成し，東半球で中

緯度地方は東西にのびる帯状の正域におおわれている．

　②グリーソラソドからスカソヂナピア半島北部に及ぶ

正域が見られる．また各年の偏差パターソを検討し総合
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第6図 偏西風ジェットの流れ

一→：太平洋高気圧が相対的に強いとき

一：太平洋高気圧が相対的に弱いとき
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2十5月の東西指撃く

8月の象飼富叙

すると，最も特徴あるものとして，カナダ西岸からグリ

ーソラソド方面に及ぶ正域があげられる．

　（イ）太平洋高気圧が相対的に弱かった年．

　著しい負域の中心はシベリア西部よりの北極海に，ま

た一部はグリーソラソド付近にあって，それぞれ負域は

低緯度までのびており，また中部太平洋から日本の東海

上にかけて負域がみられる．一方シベリア中部には安定

した正域があってこの一部はアリューシャソ列島までの

びている．また西ヨー・ッパとアメリカ西部付近にもそ

れぞれ正域がみられる．各年についての偏差分布を総合

した結果，つぎの4点が特徴としてあげられる．

　①シベリア中部の正域は最も定常的である．

　②極付近の負域は年によつていずれか一方に偏心す

ることが多い．

　③ヨー・ッパ西部の正域は変動が大きい．

　④アメリカ西部の正域もかなり変動があるようであ

る．

　さき・に1で述べたように1962年は8月の東西指数は

1961年より小さいが太平洋高気圧は1961年よりも相対的

に強くなっている．これについて，第5図に示すように

2，3月の500mbの偏差分布では，オホーツク海の負域

が著しく，一方アラスカからグリーソラソドよりに及ぶ

著しい正域があり，太平洋高気圧が相対的に強いときの

パターソといえる．また2で1959年は2，3月の平均東

西指数はかなり高指数を示しているが，実際は太平洋高

ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

　　　ノ　、、、！～、、一一げ”、の一’
　　ジ　、？！　8刃の太』F洋高の消長
　●

年→50 52 耕 56 認

第7図　太平洋高気圧の消長と東西指数

］禁

18

気圧は弱かった．この年は偏差分布で809．P．m．の正域

がバイカル湖付近から北海道方面をおおい，太平洋高気

圧が相対的に弱いパターソと全く類似し，Flow　Pattem

をみても偏西風の強風軸は二段型であった．

　（2）太平洋高気圧が強い年と弱い年の2，3月の極東

付近のジェット流（第6図参照）

　太平洋高気圧の消長に関連して極東付近のジェット流

を各年について2，3月の合成した500mb　Flow　Patt－

emを調査し総合した結果，つぎのような特徴があげら

れる．

　（ア）太平洋高気圧が相対的に強かった年は偏西風ジ

ェットは単一型である．

　（イ）太平洋高気圧が相対的に弱かった年は偏西風ジ

ェットは二段型である．

　（1）で述べた2，3月の合成平年偏差分布を考慮する

と，太平洋高気圧が強かった年は，極から高緯度にかけ

て寒気が蓄積され，中緯度で高度が上昇して単一型のジ

ェット流に対応し，一方太平洋高気圧が弱い年は，寒気

は極付近と低緯度に二分されて，二段型のジェット流に

対応しているものと思われる．

　以上が今回の調査の概要である．1960～1968年の期間

で，8月の太平洋高気圧と東西指数との間にはかなり高

い正相関があることは間違いないところであるが，過去

についてはどうかという疑問が残る。参考までに1949～

1959年の期間について第1図と同じような図を作成して

みると（第7図参照），1951～1959年の間で，太平洋高気

圧と8月の東西指数との間には逆相関（相関係数0．77）

がみられる．また1949～1968年の期間で東西指数につ

いて8月と2～3月との相関係数を求めると0．83とな
る．

　4．まとめ

　8月の太平洋高気圧の消長を予想する方法として2，

、天気”17．9。



8月における太平洋高気圧の消長の予想法について

3月の平均東西指数が有効であることはまちがいないと

ころであるが，必ずしも一対一の対応を示さないので，

2，3月の極東のFlow　Pattemと北半球の偏差分布を

伺時に併用総合することが必要である．ただし，1951～

1959年と1960～1968年の期間で，太平洋高気圧と東西指

数が逆になっていることは興味あることで，この事実が

周期的なものか，そしてどのくらいの周期で起こってい

るのか今後の課題として残されているように思われる．

　最後に尾崎康一，久保木光煕両氏にいろいろ御教示を

～・ただぎ厚く感謝します．
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北海道支部研究発表会開催のお知らせ

北海道支部では，札幌管区気象台と共催で昭和45年度研究発表会を下記により開催します．

1．期日：12月3日（木），9時～17時

2．会場：札幌管区気象台大会議室

3．研究発表募集

　1）申込締切：10月20日（火）

　2）申　込　先：札幌市北2条西18丁目　札幌管区気

　　　　　　　象台調査課内気象学会支部事務局

3）講演時間：15分以内

4）予稿の提出：講演申込者には所定の用紙を送付す

　　　　　　　るので，予稿を11月10日（土）まで

　　　　　　　2）の申込先へ必ず提出すること．

日本気象学会第16期役員ならびに委員追加と訂正

　天気Vo1．17，No．8（表紙3）に掲載のリストに脱

落と誤りがあったので，下記のとおり訂正する．

　4．担当理事および委員（担当理事は委員をかねる）

　　7）気象研究ノート編集委員

　　　担当理事　川村　清（委員長），伊藤昭三，神山

　　　　　　　　恵三

　　8）講演企画委員

　　　担当理事　大井正一（委員長），関口理郎，藤原

　　　　　　　　美幸，朝倉　正，小沢　正，木村竜治

　　　　　　　　宍戸信行，清水正義，館　英男，内藤

　　　　　　　　恵吉，丸山清人，門脇俊一郎，

　　　　　　　　田端　功

　　11）気象学長期計画委員

　　　担当理事岸保勘三郎，小平信彦，駒林誠

　　　　　　　　窪田正八（委員長），小野　晃，浅井

　　　　　　　　富雄，片山　昭，矢野　直，竹田　厚

　　12）外国文献集編集委員

1970年9月

　　　担当理事　大井正一（委員長），須田　建，新田

　　　　　　　　尚，根本順吉，小沢　正，蔵重　清

　　13）正野記念論文集編集委員

　　　担当理事　岸保勘三郎，関口理郎，

　　　　　　　　窪田正八（委員長），須田　建，河村　武

　　14）学会賞委員（委員長未定）

　　　担当理事　北川信一郎

　　　　　　　浅井富雄，小平信彦，小林禎作，増田

　　　　　　　　善信

（ゴシック活字により訂正または追加を表わし，全体と

して正しい構成を示す．また，気象集誌編集委員のう

ち，二宮洗二は二宮洗三の誤りです．）

　なお，選挙管理委員会委員は下記のとおりである．

委員長　窪田正八

　委　員　安藤隆夫，i浅田暢彦，大河内芳雄，北出武

　　　　　夫，新田　勅
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